
丹波青少年本部だより 62号 ④

ひょうご子ども・若者応援団

企業や団体等から提供される多様な資源を青少年育成活動に取り組む団体・グループに橋渡しをしています

マッチング事業

青少年の健全育成を目的として活動する団体・グループに対して、企業など
から提供いただいた資源(物資・人材など)を橋渡しします。資源の提供には
「ひょうご子ども・若者応援団」への登録が必要です。

青少年育成活動を展開する青少年団体・グループ等の運営
基盤の安定化と活動の充実・活性化をめざして、同団体・グ
ループ等が実施する自然体験・社会参加・青少年リーダー
の養成などの青少年育成事業に対して１件あたり10万円
を限度として助成します。

お問い合わせ 公益財団法人兵庫県青少年本部
「ひょうご子ども・若者応援団」担当

令和６年度マッチング例

お菓子・飲料・クラフト材料・プリザーブドフラワー・虫よけスプ
レー・香取線香 等

一般助成事業

〒653-0023
神戸市長田区腕塚町５－３－１アスタくにづか
１番館南棟３階
ホームページhttps：//seishonen.or.jp/
※登録書類はホームページからダウンロード
できます。

丹波の森若者塾合同フォーラム

「丹波の森若者塾」合同フォーラムが、令和７年２月１日(土)に県立丹波の森公苑多目的ルームで開催されました。

このフォーラムでは、丹波地域の県立高校５校の生徒が大学等と連携して地域の様々な課題について研究した成果を

発表しました。５校の生徒は、パワーポイントを使用して活動内容を中心に発表しました。発表を見守る中で、東洋食品

工業短期大学の奈賀教授からはそれぞれの活動内容に対する評価や今後の展開に関するアドバイスが行われました。

また、石川県議と大上県議から激励の言葉や貴重な意見が寄せられ、生徒たちは地域社会との交流を通じて新たな視

点を得ることができました。丹波地域の未来を担う若者たちの活動に期待が高まります。彼らが様々なかたちで地域社

会に貢献し、成長していく姿が、地域全体に希望をもたらすことでしょう。(活動内容はＰ3をご覧ください)

少年の主張兵庫県大会-中学生のメッセージ2024-

主催 兵庫県青少年本部 共催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 令和６年９月28日(土) 兵庫県民会館

少年の主張大会は、中学生が日常生活の中で心からの思いや考え、感銘を受けた

ことなどを自分自身の言葉でまとめ、それを広く発表する機会を提供することに

より、多くの大人に今の中学生への理解と関心を深めてもらうとともに、中学生世

代への意識啓発をねらいとして、昭和54(1979)年の「国際児童年」を契機として

始まりました。兵庫県大会にて、丹波代表として発表された丹波市立氷上中学校３

年の足立美樹さんが優秀賞を受賞されました。
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